


広 告 募 集
本誌では、会員の皆様を対象に、広告を募集しております。
会員を結ぶ媒体として、新製品・新技術の紹介などに、大いにご活用下さい。

サイズ 横 × 縦 1回あたりの掲載料
広告タイプ A）誌面 半段分 7.0 × 6.5 30,000 円（税別）

B）誌面 １段分 14.5 × 6.5 50,000 円（税別）
C）誌面 半頁分 14.5 × 10.0 70,000 円（税別）

全てモノクロでの掲載となります。掲載位置については、ご一任下さい。
内容が本誌にふさわしくないと判断したものについては、掲載をお断りする場合があります。
詳細は、下記までお問合せ下さい。

申 込 締 切 ： 原則として、掲載希望月の前々月末日までにお申込下さい。
入 稿 締 切 ： 掲載原稿は、掲載希望月の前月 10日までにお送り下さい。
問 合 先 ： 〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4 近畿化学協会 会誌編集担当

TEL.06-6441-5531/FAX.06-6443-6685/E-mail：kinkasi@kinka.or.jp

会 誌 編 集 委 員

二
〇
二
二
～
二
三
年
度
代
議
員
選
挙
実
施
の
ご
案
内

本
会
は
一
号
正
会
員
（
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
し
た
個
人
）
の
中

か
ら
概
ね
一
〇
名
に
一
人
の
割
合
で
選
出
さ
れ
る
代
議
員
を
も
っ
て
、
根
拠

法
と
な
る
法
律
上
の
社
員
と
致
し
ま
す
。
代
議
員
は
、
社
員
総
会
の
構
成
員

と
し
て
、
役
員
の
選
任
・
解
任
、
計
算
書
類
の
承
認
な
ど
法
人
の
組
織
、
運

営
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
方
で
す
。
二
〇

二
二
年
度
～
二
三
年
度
代
議
員
選
挙
を
定
款
第
六
条
に
基
づ
い
て
行
い
ま

す
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

代
議
員
候
補
者
の
立
候
補
者
の
受
付
に
つ
い
て

左
記
選
挙
の
立
候
補
者
を
受
付
し
ま
す
。

本
会
の
一
号
正
会
員
で
立
候
補
さ
れ
る
方
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
[代
議
員
立
候
補
申
込
]と
題
記
の
う
え
①
氏
名
、
②
所
属
、

③
所
在
地
、
④
電
話
番
号
、
⑤
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
代
議
員

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

（
記
）

一
．
立
候
補
受
付
期
間

二
〇
二
一
年
七
月
一
日
～
七
月
三
一
日
（
厳
守
）

二
．
代
議
員
候
補
者
選
考
委
員
会
を
設
け
、
選
考
さ
れ
た
代
議
員
候
補
者
と

立
候
補
者
を
合
わ
せ
た
投
票
用
紙
は
本
会
機
関
誌
二
月
号
に
て
掲
載

致
し
ま
す
。

三
．
投
票
は
二
月
二
八
日

締
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

四
．
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
結
果
は
公
開
致
し
ま
す
。

五
．
代
議
員
の
任
期
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
四
年
三
月
三
一
日

届
出
先

〒
550-
0004

大
阪
市
西
区
靭
本
町
１
-
８
-
４

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会

℡

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

⁳

０
６
-６
４
４
３
-６
６
８
５

E-M
ail:m
ail@
kinka.or.jp

一
般
社
団
法
人

近
畿
化
学
協
会

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
特
別
講
演
会

ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
来
る
五
月
二
八
日

の
社
員
総
会
後
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
行
事
は
、
左
記
の
通
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
致
し
ま
す
。

な
お
、
例
年
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
終
身
会
員
証
贈
呈
式
」、「
第
73
回
化
学

技
術
賞
・
第
21
回
環
境
技
術
賞
表
彰
式
」、「
懇
親
会
」
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

日

時

二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日
（
金
）
午
後
二
時
十
五
分
～
五
時
十
分

開
催
形
式

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演
会
（
ラ
イ
ブ
配
信
）

一
、
新
旧
会
長
挨
拶
（
二
時
十
五
分
～
二
時
三
五
分
）

一
、
新
終
身
会
員
、
第
73
回
化
学
技
術
賞
・
第
21
回
環
境
技
術
賞
受
賞
者
の

ご
紹
介
（
二
時
三
五
分
～
二
時
四
五
分
）

一
、
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
時
五
〇
分
～
四
時
）

『
６
Ｋ
ラ
イ
フ
の
す
す
め
～
研
究
者
、
子
育
て
、
家
事
、
介
護
、
看
護
、
子
ど
も
会
～
』

内
閣
府
地
域
働
き
方
改
革
推
進
会
議
委
員

渥
美

由
喜
氏

一
、
特
別
講
演
会
（
四
時
十
分
～
五
時
十
分
）

『
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し
た
生
物
多
様
性
保
全
』

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻
教
授

井
鷺

裕
司
氏

参
加
費

会
員
無
料

申
込
締
切

五
月
二
一
日
（
金
）

参
加
申
込
方
法

近
畿
化
学
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://kinka.or.jp/）

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
は
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
利
用
し
ま
す
。
無
料
ア
プ
リ

ま
た
は
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ご
参
加
可
能
で
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
利
用
に
際
し
て
の
必
要
な
機
材
・

設
備
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
者
に
は
、『
五
月
二
五
日
頃
に
「
接
続
Ｉ
Ｄ
」
等
』
の
情
報
を
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

連
絡
先

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

電

話

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

Ｅ
メ
ー
ル

m
ail@
kinka.or.jp

※
第
38
回
社
員
総
会
は
、
総
会
構
成
員
・
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
午
後
一
時
よ
り

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
日
本
化
学
会
化
学
技
術
賞
・
技
術
進
歩
賞
・

化
学
技
術
有
功
賞
受
賞
候
補
推
薦
に
つ
い
て

日
本
化
学
会
で
は
二
〇
二
一
年
度
標
記
各
賞
に
つ
い
て
本
会
を
通
じ

て
受
賞
候
補
者
の
推
薦
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
宛
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
本
会
締
切
８
月
31
日
〉

〒
550-
0004

大
阪
市
西
区
靭
本
町
１
-
８
-
４

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

℡

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

E-m
ail:m
ail@
kinka.or.jop

化
学
技
術
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
我
が
国
の
化
学
工
業
の
技
術
に
関
し

て
特
に
顕
著
な
業
績
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象
と
す
る
が
、
同
一

業
績
に
つ
い
て
５
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
同
一
人
が
異
な
っ
た
業
績
で
重
ね
て
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

技
術
進
歩
賞

受
賞
時
に
日
本
化
学
会
会
員
で
あ
っ
て
、
工
業
化
の
可
能
性
の
あ
る

独
創
的
な
化
学
技
術
を
開
発
し
、
年
齢
が
受
賞
の
年
（
二
〇
二
二
年
）

の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
。
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
共
同
研
究
の
場
合
、
３
名
以
内
の
連
名
で
の
受
賞
が
可
能
。

た
だ
し
年
齢
は
全
員
が
受
賞
の
年
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40

歳
に
達
し
て
い
な
い
者
。

化
学
技
術
有
功
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
化
学
及
び
化
学
技
術
に
関
連
す
る
研

究
支
援
の
業
務
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
者
で
、
装
置
・
器
具
の
開
発
・
改

良
、
特
殊
技
能
な
ど
に
よ
り
、
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象

と
す
る
が
、
同
一
業
績
に
つ
い
て
３
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

＊
推
薦
用
紙
は
日
本
化
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

https://w
w
w
.chem
istry.or.jp/activity/prize/requirem
ents.htm
l

公
益
社
団
法
人
日
本
化
学
会
化
学
技
術
賞
・
技
術
進
歩
賞
・

化
学
技
術
有
功
賞
受
賞
候
補
推
薦
に
つ
い
て

日
本
化
学
会
で
は
二
〇
二
一
年
度
標
記
各
賞
に
つ
い
て
本
会
を
通
じ

て
受
賞
候
補
者
の
推
薦
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
宛
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
本
会
締
切
８
月
17
日
〉

〒
550-
0004

大
阪
市
西
区
靭
本
町
１
-
８
-
４

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

℡

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

E-m
ail:m
ail@
kinka.or.jop

化
学
技
術
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
我
が
国
の
化
学
工
業
の
技
術
に
関
し

て
特
に
顕
著
な
業
績
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象
と
す
る
が
、
同
一

業
績
に
つ
い
て
５
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
同
一
人
が
異
な
っ
た
業
績
で
重
ね
て
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

技
術
進
歩
賞

受
賞
時
に
日
本
化
学
会
会
員
で
あ
っ
て
、
工
業
化
の
可
能
性
の
あ
る

独
創
的
な
化
学
技
術
を
開
発
し
、
年
齢
が
受
賞
の
年
（
二
〇
二
二
年
）

の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
。
個
人
を

対
象
と
す
る
が
、
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
他
機
関
の
研
究
者
と
の
共
同
研

究
が
技
術
開
発
上
、
必
要
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
３
名

以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
連
名
受
賞
の

場
合
も
全
員
40
歳
未
満
と
す
る
。

化
学
技
術
有
功
賞

日
本
化
学
会
会
員
に
限
ら
ず
、
化
学
及
び
化
学
技
術
に
関
連
す
る
研

究
支
援
の
業
務
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
者
で
、
装
置
・
器
具
の
開
発
・
改

良
、
特
殊
技
能
な
ど
に
よ
り
、
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者
。
個
人
を
対
象

と
す
る
が
、
同
一
業
績
に
つ
い
て
３
名
以
内
の
連
名
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

＊
推
薦
用
紙
は
日
本
化
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

https://w
w
w
.chem
istry.or.jp/activity/prize/requirem
ents.htm
l

■
■目 次
■

今
月
の
表
紙

「
ジ
オ
サ
イ
ト
救
馬
渓
」

（
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
生
馬
）

西
牟
婁
郡
上
富
田
町
生
馬
の
救
馬
渓
は
、

小
栗
判
官
ゆ
か
り
の
地
だ
。
小
栗
判
官
と
照

手
姫
が
湯
の
峰
温
泉
へ
行
く
途
中
、
動
け
な

く
な
っ
た
愛
馬
が
救
わ
れ
た
こ
と
に
感
激

し
、
堂
宇
を
再
建
し
救
馬
渓
観
音
と
名
付
け

た
と
さ
れ
る
。

そ
の
救
馬
渓
観
音
へ
と
石
段
を
進
ん
で
行

く
と
、断
崖
に
囲
ま
れ
た
瀧
王
神
社
に
着
く
。

そ
の
霊
気
漂
う
祠
の
奥
あ
た
り
に
二
千
万
年

の
不
整
合
面
が
見
ら
れ
、
周
囲
の
岩
壁
に
で

き
た
虫
食
い
状
の
無
数
の
穴
と
と
も
に
、
大

地
の
雄
大
な
時
空
が
感
じ
ら
れ
る
。

写
真
・
文

竹
田
元
則

� � � � � � � � � � �キ ン カ 京 都 化 学 者 ク ラ ブ
会 場：京都大学楽友会館
時 刻：午前 11時より
会 費：講演会は無料
問 合 先：京都大学化学研究所 宗林研究室内 公益財団法人 海洋化学研究所事務所

TEL.0774-38-3100/FAX.0774-38-3099
今後の情勢により休会となる場合がございます。最新の情報はホームページでご確認ください。
http://www.oceanochemistry.org

クラフト酒の薫り －和歌山に思いをはせる－
多中良栄・木村美和子・岡井沙織 1

ラテン語の諸相 増 田 俊 夫 4
筆者のヨコ顔 8

「キンカ・CA」お知らせ 9
キンカ行事予定 10
第 389 回・第 390 回キンカ京都化学者クラブ 11
第 160 回 キンカ東京サロン・リモート開催のお知らせ 16
ECHO 表 3

株式会社ダイセル 表 3
三洋化成工業株式会社 表 3
長瀬産業株式会社 表 3

広 告

今 田 泰 嗣（徳島大・委員長）

川 崎 昭 彦（ナード研究所・副委員長）

杉野目道紀（京大院工・副委員長）

上 田 厚（産総研）

上 田 勉（冨士色素）

大 野 充（ダイセル）

小 野 大 助（大阪技術研）

勝 村 能 貴（日東化成）

神 田 彰 久（カネカ）

霧 山 晃 平（東洋紡）

河 野 克 之（日本触媒）

高 橋 一 志（神戸大院理）

田 中 大 司（長瀬産業）

鶴 田 仁 志（クラレ）

中 建 介（京工繊大院工芸）

長 田 治 生（三協化成）

橋 爪 章 仁（阪大院理）

樋 口 悦 正（日立プラント）

前 田 壮 志（阪公立大院工）

南 方 聖 司（阪大院工）

森 田 悠 司（田辺三菱製菓）

依 光 英 樹（京大院理）

〈協力委員〉
松 本 章 一（阪公立大院工）

片 岡 義 晴
澤田みさき（イーストマンケミカル）

山 﨑 友 紀（法政大）

会誌「近畿化学工業界」【電子版】発行のお知らせ

会誌「近畿化学工業界」は、2022 年 4月号より全会員を対象に電子版の配信を開始す
ることとなりました。
以下に、ホームページのURL をご案内いたしますので、是非ともご高覧くださいます
ようお願い申し上げます。

会誌「近畿化学工業界」 https://kinka.or.jp
ユーザー名とパスワードは、特別会員にご所属の方にもご利用いただけます。
ご不明な場合は事務局に（mail@kinka.or.jp）お問い合わせください。
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一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

二
〇
二
三
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

恒
例
の
新
春
セ
ミ
ナ
ー
は
、
左
記
の
通
り
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
式
の
併
用

に
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
例
年
、
終
了
後
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
【
第
二
部

新
年
交
歓
会
は

「
中
止
」】
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

記

日

時

二
〇
二
三
年
一
月
一
〇
日
（
火
）
午
後
三
時
～
五
時
三
〇
分

開
催
形
式

対

面

式

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
四
階
四
〇
一
号
室

オ
ン
ラ
イ
ン
式

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

講

演

一
、
万
博
へ
の
挑
戦
～
私
た
ち
･関
西
の
未
来
～

（
三
時
一
〇
分
～
四
時
一
〇
分
）

㈱
プ
ロ
ア
シ
ス
ト
代
表
取
締
役
社
長
・
関
西
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

生
駒

京
子
氏

今
、
関
西
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
の
入
国
制
限
が
な
く
な
り
、
円
安
を
メ
リ
ッ
ト
と

し
た
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
関
西
に
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
二
五
年
に
は
大
阪
・
関
西
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
が
控
え
て
い
ま

す
。
中
小
企
業
の
取
組
を
事
例
に
万
博
へ
の
挑
戦
を
お
伝
え
し
ま
す
。
関
西
の
経

済
成
長
に
は
万
博
の
成
功
が
キ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
万
博

へ
の
機
運
醸
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

二
、
素
粒
子
ミ
ュ
オ
ン
で
明
ら
か
に
な
っ
た
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
素
性

～
太
陽
系
科
学
の
最
前
線
～

（
四
時
二
〇
分
～
五
時
二
〇
分
）

大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
宇
宙
地
球
科
学
専
攻

教
授

寺
田

健
太
郎
氏

「
私
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
い
く
の
か
？
」
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー

プ
で
は
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
地
球
に
飛
来
す
る
隕
石
や
小
惑
星
か
ら
回
収
し
た

微
粒
子
に
あ
る
と
考
え
、
分
析
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
新
春
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

隕
石
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
太
陽
系
の
最
新
像
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
さ
ら
に
我
々
が
「
は
や
ぶ
さ
２
」
試
料
分
析
を
目
指
し
開
発
し
て
来
た
世

界
初
の
ミ
ュ
オ
ン
非
破
壊
分
析
法
と
、
Ｃ
型
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
分
析
結
果

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
加
費

会
員
無
料

申
込
締
切

十
二
月
二
一
日
（
水
）

定

員

対
面
参
加

七
〇
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

二
〇
〇
名

参
加
申
込
方
法

近
畿
化
学
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://kinka.or.jp/）
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
利
用
に

際
し
て
の
必
要
な
機
材
・
設
備
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
者
に
は
、『
一
月
五
日
頃
に
「
接
続
Ｉ
Ｄ
」
等
』
の
情
報
を
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

連
絡
先

一
般
社
団
法
人

近
畿
化
学
協
会

〒
550-
0004

大
阪
市
西
区
靭
本
町
一
-八
-四

電
話

〇
六
-六
四
四
一
-五
五
三
一

Ｅ
メ
ー
ル

m
ail@
kinka.or.jp

https://kinka.or.jp/
https://kinka.or.jp/
https://kinka.or.jp/
https://kinka.or.jp/
mailto:mail@kinka.or.jp
mailto:mail@kinka.or.jp
mailto:mail@kinka.or.jp
mailto:mail@kinka.or.jp
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